
グ レ ア ム ･グ リ ー ン の 『権 力 と 栄 光 』に つ い て

On The Power and the Glory by Graham Greene

1

グレアム ･グリーンは少年期に味わった国童の

住人であるという二重意識をモチーフとして創作

活動を始めた｡ したがって小説世界の論理構造が

作者の現実認識の論理構造に支えられているとす

れば､グリーンの創 り出した登場人物は作者の感

性 と認識の成熟に比例 して成長を遂げてきたと言

うことができる｡

『内なる人』(TheManm'thin,1929)ではア

ン ドルーズの自我は ｢物を欲 しがる子ども｣であ

る自己と ｢もっと厳 しい批評家｣である自己とに

分裂するが､両者の葛藤は､フランシス ･ウィン

ダムが言 うように､ ｢警察による犯人の追跡､欺

かれた人々による裏切 り者の追跡､迫害老たちに

よる犠牲者の追跡｡これは神による人間の魂つま

り内面の自己の追跡を象徴する｡人は平和を探 し

求めているときに追いつめられるが､その平和は
(1)

しばしは死の中にしか見出されない｣という点で

人と人との間の水平的関係での対立であるととも

に神と人との間の垂直的関係での対決でもあると

いう二重構造をもつ｡その二重意識はしだいに変

化､･発展し､ 『拳銃売 ります』(AGunforSble,

1936)でグウェソ ･ボー ドマンの言 うレイヴソの

l̀awless'とノトウィッチ市民の l̀awful'とに分解

し､ 『ブライ トソ ･ロック』(Bn'ghton Rock,

1938)の中で､アイダのhumaǹrightandwrong'

の水平基軸 とピンキーのdivineg̀oodandevil'の

垂直基軸とに二極分化を起 して物語の結末に至っ

ても反投､対立を続ける｡この両基軸が初めて融

合を示 した作品が 『権力と栄光』(ThePowerand

theGlo7y,1940)である｡

カトリック教会の礼拝が非合法であるメキシコ

の地域で､警部はウィスキー司祭を揃えた ときに､
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憐れみの気拝から法に背いて司祭にたいし処刑の

前に告解を許 し､ブランデーを贈る｡司祭は ｢あ

なたはし､し､お方です｣と言い､警部は ｢ほかにお

まえにしてやれることはないかね｣と尋ねる｡こ

の瞬間に両者の関係は､反転 し､ ｢追 う｣警部は

水平基軸か ら垂直基軸に転回した世界の中で神に

よって捉えられたと言 うことができる｡

なぜここで司祭と警部の両者が融合 したのか､

その鍵は31歳のときの リベ リア旅行で再生を確信

することによって ｢地獄の存在を信 じたか ら天国

の存在を信じるようになった｣(2)と言うふ うに自己の

二重意識を統合 し始めたグリーンが､それ までの

｢ラシャ張 りの ドア｣を ｢国境｣の レベルに発展

させたメキシコ旅行の体験にあると考えられる｡

なぜなら『権力と栄光 』はボー ドマンが言 う､｢白

一口ッパ文明にある世俗的､政治的堕落を扱 う物

語を通 じてOJ(3)『提なき道 』(TheLawlessRoads,

1939)の小説的再現だからである｡

2

メキシコでは1911年の革命政権樹立後､国家権

力によるカトリック教会にたいする弾圧がたびた

びくり返された｡1926年にカリェス大統領はあら

ゆる宗教的表現にたし､し迫害を加えるようになっ

た｡たとえは､司祭数の制限､外国人司祭による

聖務遂行の禁止､私立学校や家庭での宗教的な儀

式や教育の禁止などであり､この法律違反は犯罪
(4)

となった ので多数の司祭などが殉教 した｡ グレア

ム ･グリーンは 『提なき道 』の中で､この状況に

触れて､ ｢1931年11月11日から1936年4月28日ま

での間に480のカトリック教会､学校､孤児院､

病院が政府によって閉鎖された り､他の用途に当
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てられた りした(51と記している｡当時の司祭の人

数B羊､ 『権力と栄光 』の舞台となる人口25万のタ

ノミスコ州で 1人､50万のチ7パス州で4人という

ように減らされた㌘)

『権力と栄光 』の成立の状況はコレクテッド･

エディションの同書と『ブライ トソ ･ロック』の

それぞれの序文の中で詳細に述べられている｡そ

れによれは､1937年から1938年にかけての冬のメ

キシコ旅行の目的は ｢当時すでに最終段階にあっ

た宗教弾圧の調査(7J)をまとめて『提なき道 』に仕

上げることにあり､ 『権力と栄光 』を書くことで

はなかった｡だからケネス ･アロットとミリアム

･ファリスが言 うように ｢もしグリーンがメキシ

コでタバスコの追われるウィスキー司祭のことを

耳にしなかったならは､この小説は書かれなかっ

ただろう(8上 なぜなら『権力と栄光』は司祭の人間

と職務の関係を初めからテーマに据えて制作され
(9)

た からである｡

しかし､書かれた旅行記はメキシコに見られるヨ

ーロッパ文明の頚廃と､ローマ ･カ トリックの衰

弱 した信仰と礼拝の状況についての証言を超えた

ものであり､そこに表れる作者が幼年時代から抱

いてきたさまざまな二種の世界を統合する国童の

意識の進展を探ることが 『権力と栄光 』のテーマ

を解 く錠の 1つになると考えられるOボー ドマソ

は ｢グリーンは 『地図のない旅 』(JoltrneyWith-

oILtMaps,1936)の場合よりもはるかに正確に自己

の 『失われた 』少年時代の回想を記している(101と

述べて､ メキシコ体験をアフリカ体験の延長線上

に置いている｡

探行記は､メキシコの革命政権による禁教の状

況を始め､非合法の司祭の活動 と礼拝の現実､カト

リックである地方の指導者との対談､タバスコと

チア′くス州での迫害の実態などを含む調査書であ

るが､次の2つの ｢国境｣の風景が冒頭に飾られ

てし､る点で､本書もまた 『地図のない旅 』に劣ら

ず､全篇を貫 く作者の一定の視線を読者にたいし

て意識させる｡

(1) 父の書斎の脇の通路にある録のラシャ張 りの

ドアを押しあけると､紛 らわ しいはどよく似て

いるもう1つの通路に出るのだが､そうはし､う

ものの異国の土地にいるのだelか

(2) ラレドの小屋掛けの両替店で埋めつくされて
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いる通 りが国境の方-と下っていき､向う側で

は上 りになってメキシコへと連なる｡まった く

同じなのだが､少しみすぼらしい.uカ

作者の意識の時間相に従えは､(1)の文章には､

13歳のときセント･ジョン寮に入ってから､22歳

のときのカ トリック-の改宗を経て31歳のアフリ

カでの再生体験を味わ う前までの20年近 くにわた

る悪の認識の時間が流れ望頚(2)の文章には､再生を

果たしたあと2年を経てメキシコへ旅立つ前にア

メリカとの国境に庁む34歳のグリーンが家庭 と学

校との問で味わった暴力と無秩序という悪の認識

を､メキシコの革命政権による宗教弾圧と布教活

動との間に再確認 しようとする時間が流れる｡ メ

キシコ体験はアフリカの ｢原始｣へ戻る旅ではな

く､子どもの世界の悪が大人の世界にあっても継

続 し､拡大されていることを見る体験であ り､失

われたローマ ･カトリックの信仰を探 し求める旅

であ り､作者自身の生と死､生 と再生の二重意識

を統合できる国境の意識を獲得するための旅でも

あった｡

こういう視線に貫かれた 『綻な き道 』が幼年

の ｢原始｣を主張する『地図のない旅 』にたし､し､

大人の ｢文明｣の類廃を強調 してし､る点で､イ

アン ･グ レゴールが 『自伝 』(ASortofLlfe,
1971)について述べた ｢自伝を書 くとし､うことは

自己の生涯を形成 しなければならないという必

然性に従 った一種の自己発見ODJであることを持

ち出せば､ 『綻なき道 』もまた asortorfiction

であると言 うことができる｡

3

『地図のなし､旅 』の制作意図が､空間的移行に時

間的遡行を重ね合わせることによって､ヨ-ロッ

パ文明から失われた ｢原始｣の秩序と､大人にと

って失われた幼年に共通するinnocenceを探るこ

とにあるという点でアフリカ行きは13歳のときセ

ント･ジョン寮に入ってから抱き続けた悪の充満

する ｢文明｣の秩序からの脱出であった｡一方､

『提なき道 』がメキシコに見られる文明秩序の頚廃

を取材 している点で､グリーンのメキシコ体験は､

作者の過去にあった悪の認識を現在に再現 したも



のであ り､山形和美氏の言 う ｢歴史のひとコマへ

の旅(lJgであるO

グリーンは次のようなメキシコを支配する廃戻

した ｢文明｣の秩序を数多く発見する｡

(1) ｢教会の外側に市場がある｡日没のときには

気味の悪い場所にな り､西アフリカの未開地で

見たどんなものよりも醜悪だ｡わずかばか りの

ジャガイモと大豆､醜い芸術品ふ うの形 と色を

した陶器に龍細工｣aoO

(2) ｢反宗教｣の秩序と法律の守護者である警官

のモラルの低さに驚 く｡｢男たちの動物じみた

顔｡まるで法秩序というよりも強盗のようだっ

た｣0.a

(3) パレンケ-の途上の暑さと荒廃と廃嘘に充ち

た地域は ｢死｣の風景であった｡｢この最 も奇

怪な環境にあっては二､三週間後には生 と死の

観念にならされてしまう｣からである｡さらに

ラJlの旅では時刻による時間の測定は意味を失

う0.8)

それとともに作者は現世の政治的 ｢権力｣の秩

序の中に見られるカ トリックの信仰と礼拝の衰弱

した風景を次のように記 している｡

ラス ･カサスのサント･ドミンゴ教会に入る

と黒ずんだ18世紀の司祭 と聖人の重々しいよじ

れた金箔を張 りつけた肖像が壁に埋めこんであ

った｡それは充足感を与えたがまた指導者が去

った集会のように空虚感をもたらした｡それ以

上の意味はもたなかった｡花を撒き垂れ布を拡

げるのはただの感傷となった｡ここには聖体は

なかった｣0.9)

｢本当の隠れ家は存在 しなかった｡警察は買

収されていたのだと思 う｡金銭が足 りなくなる

と､ときどきだが､ ミサの家宅が襲われ､会衆

は罰金をとられ､司祭は保釈金と引き替えに監

掛 こ留置されるのだ｣¢望

グリーンはメキシコでし､くつかの ｢国境｣の風

景に出会 う｡ヌ-ヴォ･ラレドに入ると､ ｢橋の

向 う側｣(̀AcrosstheBridge'1938)の中でキャロ

ウェイ氏が リオグランデ河に架かる国境の橋のメ

キシコ側にある小さな町から､対岸のアメリカの

町にたし､して自分の故郷であるイギ リスのノーフ

ォークの存在を夢見ているように､ ｢ロマンティック

な人は国境の橋の向 う側にし､る女性が故郷の女性

よりも美しく愛想がいいだろうと信 じ､ また不運

な男は少なくともこちらとは異なった地獄を想像

するものである｣eoDしか しグリーンが見たヌ-ヴ

ォ ･ラレドはラレドの持つ ｢文明｣の猿廃の再現

に過ぎず､グリーンの期待が失望に変わったのは

息子であるヌ-ヴォ･ラレドが ｢父親 より年老い

て見え､人生の裏面をずっとよく知っているよう

だった｣¢㌔､らである｡

グリーンは､警察があらか じめ ミサの隠れ家を

知 ってし､て､ときどき襲って信者から罰金を徴収

するという国家 ｢権力｣の堕落とそれにたし､する

恐怖を措いているが､その一方でラス ･カサスの

写真店の中で会ったキ リス トの彫像をもつ中年の

婦人の敬慶な態度に触発されて作者は自分がカ ト

リック信者であることを告げ､異国の地に失われ

た信仰を発見したことに感動する禦

『権力と栄光 』はメキシコの激 しい信仰弾圧が

行われてし､る地域に留まる堕落したウイスキー司

祭が自己抑制のいきとどし､た高潔な主任警部の追

求と闘いながら､洗礼､ ミサ､告解などの職務を

遂行 し､揃えられたときに両者の精神が重な り合

う物語である｡両者の葛藤は､その無名性のため

にそれぞれが所属する国家 ｢権力｣の秩序と教会

｢信仰｣の秩序との対決をも表 している｡ウィス

キー司祭は､明らかにメキシコ旅行中､市民から

聞かされたチアパスの司祭をモデルとして創られ

た｡

｢おお｣とその男が言った｡｢あの人はまさ

に私たちの言ってし､るウイスキー司祭でしたよ｣｡

男は息子の 1人を洗礼に連れて行ったが､司祭

は酒に酔っていて子どもたブリギ ッタという名

をつけようとした望め

｢方､ ｢権力｣の正義を預かる警部については､

頚廃的な警官やピス トル刺客の中にモデルを見出

すことができないので､ ｢考えられる限 り最良の

動按から人生を抑制 した理想主義的な警部Pを創

り出 したという｡
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貧困の村に生れ育った警部が司祭にたいして激 し

い憎しみを抱き､逮捕しようと考えたのは､司祭が

この地域の貧困､無知､悩みの元兇と思われたから

である｡少年期に教会で見た司祭が疲れた農民から

センターポを受け取る代 りに何の返礼もしなかっ

たのを見たからである｡その信念は子どもへの愛

情によって支えられ､その信念を果たすために警

部は､独身のまま ｢監獄か傷道院の個室のように

わびしし､｣部屋で暮らしている｡聖人的な警部の

信念に比べると､知的ではなし､が金銭の価値をよ

く心得た商才をもつ司祭の野心は大きな教区の聖

職になることであった｡

物語の中で､司祭は 2回安全な州外へ脱出する

機会を与えられた｡その状況は次のようになる｡

(1) ベラ ･クルス行きのジェネラル ･オブレゴソ

号が河港に停泊して積荷をおろしている問､テ

ソチ氏の診察室でブランデーを味わ っていた司

祭は十分に乗船の意思をもっていたはずである｡

母親の病気をなおすために 6リーグ先から2頭

のラバを引し､て戸口に現れた少年の嘆願を耳に

しながら､一度は ｢いや､いや｡あの船に乗ら

なくては｣と自分に言い聞かせてみたものの､

次の瞬間には ｢通過できない状況にいやいやな

がら呼び出されたかのように｣立ちあが り､｢船

に乗 りお くれるようにできているんだ｣と言 うC.O

(2) 山岳地帯を越えてチアパス州に迷いこんだ司

祭はルーテル派の信者であるレーア兄妹の農場

で保護される｡体力を回復 した司祭は村の教会

で ミサを行し､､村中から集まってきた信者から

告憶を聴 く｡レ-ア氏の言 う ｢たし､へん遺徳的

な所｣であるラス .カサス-ラバに乗って向お

うとしたときに混血児が現れる｡混血児の話を

裏切 りの員だと覚悟 しながらも顔死のアメリカ

人強盗の告憶を聴 くために元の道を戻る.｢瀕

死の男の菖解を拒否 したことを他のすべてのこ

とと同じく認めなければならなかっただろ うと

思われる場合には､ラス ･カサスでする瞥海は

実際はし､い夢にはならなかっただろ うJeのとし､う

ふ うに意識 したからである｡

テンチ氏の住む町の河港を入 口とする禁教の

世界とまともなホテルとダンスホールのある ｢陽

気な町｣であるベラ ･クルスを玄関口とする信仰

の世界がメキシコ湾上の40時間という時間を国境

として対崎する｡その国章をジェネラル ･オブレ

ゴソ号が貨客をのせて往復する｡

物語の第 1部第 1章の河港に現れた司祭はすで

にその死を予言されている｡傍観者のテンチ氏の

眼を通 して ｢男の果し､眼となで肩は彼に不快にも

棺桶を思い出させた｡死はすでに男のカリエスに

かかった口の中にあった讐 ことが示されてし､るか

らである｡

4

40時間の国境を越えて ｢信仰｣の世界へ脱出す

ることを断念した司祭は､子どもの母親を救 うた

めにラバの背に揺られながら悪の充満する禁教の

世界の奥地-進む｡

彼は､これまで脱出しようと努めてきたけれ

ども､西アフリカの-部族の王つまり人民の奴

隷に似ていた｡その王は風が止んでは困るから

寝てもいられなし､のだoe9)

子どものときから司祭の人と権能との区別を数

えこまれてきたグリーンは上の文章の中で司祭職

と王権の問にあるアナロジーの存在を提示 してい

る｡

A.M.ホカー トは世界のさまざまな地域の死

と再生についての過渡儀礼を調査 したが､古代に

おける王の戴冠式の儀礼とキ リス ト教司祭の聖職

授任式の儀礼とを比較することによって王と司祭

の問にアナロジーの成立を認めて､ ｢王と司祭が

同じ幹を持つ分枝同士であることは明白である｣¢0)

と言 う｡それによると､たとえは次のような儀礼

が両者に共通する｡
戴 冠 式¢D

o理論では､王は(1)死

に､(2)再生する｡(3)

神として｡

聖職授任式 Oカ

o主教の聖職授任式の目

的は､戴冠式における

が如 く､ヴェ二 ･クレ

ア トール (創造者 )に

よって､そ して ｢教会

において､主教の役職

と仕事のために聖霊を

受けるために｣両手を

置 く時に与えられる或
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o準備段階として､王

は断食 し､他の禁欲

生活を実践する｡

｡そして塗油式を受け

る｡

o他にも王位の致しと

なる､剣､第､指輪

等を受け取る｡

賃によって表明されて

いる｡

o断食は聖餐に含まれて

いる｡

o塗油式がある｡

o王位の しるLには､指

輪が含まれる0第杖は

易の代 りになっている｡

(以下省略 )

また､ジェイムズ ･G.フレイザ一によれは､

｢下ギニアのケープ ･パ ドpソ近くのシャーク･ポ

イントにククルという祭司王が森の中に1人で住む｡

王は女に触れてはならず､家を離れてもし､けなし､｡

実際にその椅子を離れることさえできず､そこに

腰をおろしたまま眠らなければならない｡ という

のはもし横になって寝てしまうと風が止んで航海

が中止 されるからである.JO功とし､う.初期の王国で

は､王は人民の福祉のために存在 していたので､

好天と豊作を人民にもたらしたときには､専崇を

受けるが､一旦人民に不利を与えると､王はその

座を追われ殺されてしまう｡したがって王位に附

随する戒律を守ることを拒否 してだれも王位に就

く希望者がなくな り､必然的に霊的権力と俗的権

力とが分乾 し､複数の王が並立するようになった

というoOD

このようにして分離 した霊的権力と俗的権力の

関係は ローマ ･カ トリックでは ｢秘蹟の有効性は

授与者の正統信仰や聖寵の状態如何には依存 しな

い｣09と規定されている.

革命前には､罪を犯さない代 りに人を愛するこ

ともなかったウイスキー司祭がホセ神父を険し､て

他の司祭が脱出したあとのタバスコ州に留まった

のは､自己に附随する霊的権能に忠実だったから

ではな く､自分一人でルールを作 り出すことがで

きるという自惚れのためであった｡そして断食も

ミサも止め､酔いにまかせて女に子どもを生ませ

た司祭の堕落した人間性は権能からますます帝離

する｡それは自惚れが天使をも堕落させる罪だか

らである｡一方､ ｢権力｣の秩序に屈服して結婚

の道を選んだホセ神父は､妻からベッド-話われ

るたびに､自己の持つ聖なる権能を惜し､出し､絶

望の罪に陥ったことを意識する｡司祭が権能と人

間性 との諦蟹 と､その統合の問題を意識 したとき

に､作者のグリーンはその解決を図る前に自己の

上に引き受けた二重意識の区別､つまり創作と信

仰 との関係を明らかにしておかなければならなか

ったはずである｡

この点に触れてグリーンは ｢たびたび自分がカ

トリック作家ではなく､たまたまカ トリック信者

である作家と宣言 しなけ九はならなかっf=OQJと自

己の二種の資格を区別 した上で､小説家が負 う最

低二つの義務は ｢見た通 りの其実を語ること｣と

｢国家から特権を受けとらないこと｣だと述べて

いる｡さらに､ ｢真実とは正確さのことである｣

と補足し､国家だけでなく個人として所属する教

会社会にたいしても ｢不忠実であることがわれわ

れの特権であ詔 というふ うに信仰から独立 した

文学の立場を表明したあとで､その根拠 ともヱジ~′■ーJh--㌔ _
ョン ･-ソリー ･ニューマンのF大学 の理念 』

(TheIdeaofUniue7Siiy,1873)の一部を引用 して

いる｡

事柄の本質からすると､文学というものが人

間性の研究とされてし､るなら､キ リス ト教文学

というものを持つことはできない｡罪びとの罪

なき文学というものを試み ようとするのは言葉

の矛盾である｡たいへん偉大で高度なものを集

めることはできるかもしれないが､一旦そ うな

った場合にはそれがまった く文学でないことに

気づ くだろう｡¢申

このニューマンの文章と合わせて作家のモラル

と信仰の関係については1970年のコレクテ ッド･

エデ ィションの 『ブライ トソ ･ロック』の序文の

中でもくり返されている｡

5

自惚れの罪に陥って堕落した司祭は物語の冒頭

で河港に現れてから､結末で再び河港に辿 り着 く｡

その旅を信仰が失われた悪の世界の中で自己の司

祭職 としての権能を再確認する旅であると考える

ことができる点で､ リべ リ7,)で再生体験 を得た
グリーンがその再生を再確認 したメキシコ体験を

司祭の旅の上に重ね合わせることができるだろう｡
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ブランデーを隠し持 ってし､たために赤シャツ党

員に追われた司祭は､ ｢脱出したいという意志｣

の芽生えを意識する｡ これは彼がそのあとホセ神

父の家の中庭に逃げこんだときによみがえってき

た ｢生-の欲望｣に転化する｡司祭が ｢敵意が周

囲に立ちのぼってくる｣のを感 じた監獄は 『綻な

き道 』の冒頭に闇かれた情欲､犯罪､不幸な恋､

悪臭に充たされている､ラシャ張 りの ドアから向

う側の学校にある悪の世界を再現し､ ｢恐怖､憎し

み､ある種の無法状態 を意識する｣という少年グ

レアムの意識を反映 している｡司祭は監獄の暗闇

の中で予想を裏切って信仰に裏づけられた異常な

ほどの人-の愛情を意識する｡ ｢死刑犯引き渡 し

の報償金をだれも欲 しがってはいなし､よ(43と声が

したからである｡また監獄ではだれもが ｢外国人

であ り､容疑者であ り､怪 しい共犯者のいること

がわかっている文字通 りの追われる者であった(4当

というグリーンの意識を意識 したからである｡

このようにしてラス ･カサスでのグリーンの再

生意識が司祭の ｢脱出 したいとし､う意志｣-

｢生-の欲望｣- ｢仲間意識｣に対応する｡民

俗学上の通過儀礼に従えは､生-俗と再生-聖 と

は非連続の存在であ り､その境界にあるのは ｢死｣

という存在の位相である｡死刑の前日､監獄で自

己の貌廃的な生の中に残った聖人になるという最

後の希望に到達 した司祭が銃殺されて死ぬことに

よって ｢信仰｣の秩序は ｢死｣の位相に沈む｡ し

か し､ ｢背の高し､青白い頓をしたやせた｣司祭が

河港に現れたときに ｢信仰｣の秩序は ｢生｣から

｢再生｣-と循環し､追跡という目的を失った警

部は､ ｢追 う｣水平基軸から垂直基軸に転回した

世界の中で神に捉えられる｡これまで警部を崇拝

してし､たルイス少年につばを吐かれることによっ

て神との関係では現実の世界での強者から弱者の

位置へと下降するのである｡

｢信仰｣の秩序と ｢権力｣の秩序を象徴する司

祭 と警部の関係と､ ラシャ張 りの ドアによって隔

てられたグリーンの二竃意識との問にアナp-)-

を持ちこめは､等しい牽引力を持つ両者を裁断す

ることは困難であるo

この点で､ ｢二人の問にある対照が両者に生気

を与えている｡サンチ ョがいなければ ドンキ ･ホ

-テは登場人物の半分でしかなかっただろ う｣と

-80-

グリーンが指摘する対比の関係が司祭と警部の間

にも成立する｡
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